
ＣＨＩ－ＰＡＰＰＡとの意見交換会 

平成２８年 2月２４日（水）＠若葉区小倉 ＣＨＩ－ＰＡＰＰＡ 

スタッフ４名にインタビュー 

 

〇立ち上げたきっかけ及び活動など 

・当時は周りにそのような活動拠点がなかった。こどもカフェ的なことをしたかった。 

・この建物（プレハブ）は自前で作った。 

・子育て中のお母さんが気兼ねなく来れるような身近な環境にしたかった。水曜と第二土

曜日に活動。土曜日はイクメンパパ来てくれるので、施設の不具合をなおしてもらった

り、お互い協力し合っている。 

・皆さんの協力で畑づくりによりおやつ（焼きイモなど）を用意したりしている。 

・楽しくなければ続かない。 

・この活動を通して、利用者に子育ての仕方を伝授したり、意見交換するなど生きがいを

感じている。 

・後継者がいるといい。 

・この勝活動もそうだがローズタウン自治会（スタッフのいる自治会）は見守りを始め、

学校までの子供の集団送迎、お助け隊など様々な活動をしている。活動は基本、地域だ

と思っている。 

〇行政にしてほしいことは 

・私たちは自治会をはじめ、自分たちの活動は自分たちでやっているので、例えば大量の

ごみが出た時は自己搬入してくださいではなく取りに来てくれるなど、細かいルールは

あっても少しは大目に見て、対応してほしい。 

・行政ができない範囲は民間企業やＮＰＯを紹介してくれるなど、何かあった時の総合相

談窓口があるといい。解決するまでしっかりとした対応をしてほしい。 

・イオンの黄色いレシートの取組みを活用している。このように活動を支援してくれるよ

うな取り組みが地域にあるといい。（中小企業など） 

・困っていることを市のＨＰに載せ、行政ではできないことをだけでなく誰か（市民やボ

ランティア団体など）が解決できるような仕組みがあるといい。区役所にある、「譲りま

すコーナー」的な。 

〇地域担当職員をモデル的に美浜区に配置しているがこのような職員がいるとよいか 

・区役所に出向くより来てくれたらありがたい。 



・御用聞きのような方がいるとよい。 

〇育じー、育ばーがここを利用できると良いのでは。 

・実際、自分たちの孫を連れてきている。これが広がればいい。 

 

【利用者３名にインタビュー】 

○ＣＨＩ－ＰＡＰＰＡを利用したきっかけ 

・子育て施設を探していた。近所にあると分かり、利用したのがきっかけ。近所のふれあ

いがあるのが魅力。利用者は近所の方が多いが、中央区から来る方もいる。 

・友人から誘われたのがきっかけ。 

・今日初めて利用した。子育てサークルを探したら近所にあることが分かり、来てみた。 

・他の子育てサークルも利用している。居心地の良さ、スタッフの方の人柄が気に入って

いる。また、部屋で遊ぶだけでなく、畑ができるところも良い。 

○子育てに関する市の情報は届いているか？ 

・市ＨＰは見づらい。情報量が多く、充実しているとは感じるが、情報が多すぎて探しづ

らい。 

・必要な時に必要な情報が得られない。あとで制度やイベントを知ることもある。 

○子育てについて市にサポートしてもらいたいこと 

・近所には同年代の若い方が多い。ちーぱっぱの様な子育てサークル活動は充実している

ので、現在困っていることはない。今後、子育てしやすいまちにするには、保育所の充

実や職員の充実も図ってもらいたい。市も一緒に問題に取り組んでもらいたいと思う。 

 


